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l
 
 

森
鴎
外
の
 
r
高
瀬
舟
』
 
（
「
中
央
公
論
」
大
正
五
年
一
月
）
 
の
研
究
史
に
 
 

つ
い
て
、
三
好
行
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
 
 

だ
か
ら
、
主
要
な
論
点
は
 
（
1
）
 
ふ
た
つ
の
主
題
が
分
裂
し
て
い
る
 
 
 

か
否
か
、
（
2
）
 
分
裂
し
て
い
る
と
し
て
、
両
者
の
い
ず
れ
か
に
比
重
 
 
 

が
お
か
れ
て
い
る
か
、
（
3
）
 
二
つ
の
テ
ー
マ
を
統
一
す
る
主
題
は
果
 
 
 

た
し
て
発
見
で
き
な
い
の
か
と
い
っ
た
点
に
集
中
し
て
い
る
。
 
 

（
「
r
高
瀬
舟
』
－
研
究
史
と
作
品
論
－
」
I
「
別
冊
国
文
学
・
森
鴎
外
必
 
 

携
」
平
成
一
年
十
月
）
 
 
 

こ
こ
で
い
う
、
二
つ
の
主
題
は
、
こ
れ
ま
で
「
知
足
」
と
「
安
楽
死
」
 
 

と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
鴎
外
の
一
高
瀬
舟
縁
起
』
 
（
以
下
「
縁
起
」
と
 
 

「
だ
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
瑳
小
化
自
体
が
こ
の
 
 

テ
ク
ス
ト
の
重
要
な
主
題
な
の
で
は
な
い
の
か
。
」
 
 

（
R
．
ス
コ
ー
ル
ズ
 
r
テ
ク
ス
ト
の
読
み
方
と
教
え
方
』
よ
り
）
 
 

『
高
瀬
舟
』
試
解
 
 

－
 相
対
的
、
あ
る
い
は
相
対
化
－
 
 

略
す
）
 
（
「
心
の
花
」
大
正
五
年
一
月
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
鴎
外
 
 

は
r
翁
草
』
 
の
「
流
人
の
話
」
が
こ
の
話
の
元
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
 
 

し
て
い
る
の
で
、
先
に
、
【
翁
草
J
を
引
用
し
よ
う
。
 
 
 

流
人
を
大
阪
へ
渡
さ
る
る
に
、
高
瀬
よ
り
船
に
て
、
町
奉
行
の
同
心
 
 
 

之
を
守
護
し
て
下
る
事
な
り
。
（
中
略
）
或
時
一
人
の
流
人
、
公
命
を
 
 
 

承
る
と
否
、
世
に
嬉
し
げ
に
、
船
に
乗
て
も
い
さ
、
か
愁
え
る
色
不
見
。
 
 
 

守
護
の
同
心
是
を
見
て
、
卑
購
の
者
な
が
ら
よ
く
覚
悟
せ
り
と
感
心
し
 
 
 

て
、
船
中
に
て
彼
者
に
対
し
て
称
嘆
す
る
に
、
彼
云
く
、
常
に
僅
か
の
 
 
 

常
に
、
渇
々
粥
を
畷
り
て
露
命
を
つ
な
げ
し
に
、
此
御
吟
味
に
連
候
て
 
 
 

よ
り
久
々
在
牢
の
内
、
結
構
な
る
御
養
い
を
戴
き
、
い
た
づ
ら
に
遊
び
 
 
 

暮
ら
し
冥
加
な
き
上
に
、
剰
え
、
此
度
鳥
目
二
百
文
下
さ
れ
 
（
中
略
）
 
 
 

て
、
島
へ
遣
わ
さ
る
串
、
如
何
な
る
果
報
に
て
如
此
な
り
や
、
（
中
略
）
 
 
 

悦
ぶ
事
限
り
な
し
。
此
者
西
陣
高
機
の
空
引
に
傭
れ
あ
り
き
し
者
な
る
 
 
 

が
、
其
罪
蹟
は
、
兄
弟
の
者
、
同
く
某
日
を
過
ご
し
兼
ね
、
貧
困
に
迫
 
 
 

り
て
自
害
を
し
か
、
り
、
死
兼
居
け
る
に
、
此
者
見
付
て
、
連
助
か
る
 
 
 

ま
じ
き
体
な
れ
ば
、
苦
痛
を
さ
せ
ん
よ
り
は
と
、
手
伝
い
て
殺
し
ぬ
る
、
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